
待
っ
て
い
ま
す
、
あ
な
た
の
一
票

広報

みやこ

交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
２００７

４

みやこ町の情報誌
ホームページ　　　http://www.town.miyako.lg.jp/ 
E-mail アドレス　　miyako@town.miyako.lg.jp
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政治も環境もクリーンに
　4 月は第 16 回統一地方選挙とみやこ町議会議員一般選挙が行わ
れます。わたしたちの生活と密接する選挙でもありますので、ぜひ
投票所へお越しください。
　上の写真は EM 活性液を使った環境改善（有機の郷づくり・生ご
み減量化）に取り組み、活性液の生産及び普及に活動している「み
やこ町シルバー人材センター勝山支所」の会員さんです。
　地道に活動しながら、個人では EM 活性液で作ったボカシ肥料を
使用しての野菜づくりなどを実践しており、効果を聞くと「野菜の
日持ちがよく、おいしさも格段に違いますね」と話します。
　町内には、犀川地区にも EM 活性液を造っている団体で「美

み み ず

水土
の会」があります。

新
町
発
足
後
、
二
年
目
を
迎
え
た
み
や
こ
町
。

合
併
当
時
の
煩
雑
さ
が
緩
和
さ
れ
、事
務
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

真
価
が
問
わ
れ
る
二
年
目
と
な
り
、
み
や
こ
町
に
と
っ
て
正
念
場
。

今
後
の
町
政
を
ど
の
よ
う
に
推
し
進
め
て
い
く
か
、

ま
た
住
民
の
み
な
さ
ん
を
ど
う
導
い
て
い
く
か
な
ど

知
り
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
応
え
る
た
め
、
白
石
春
夫
み
や
こ
町
長
が

新
た
な
年
度
に
向
け
て
、
決
意
を
語
り
ま
す
︱

二
年
目
の
決
意

↓ 95 年前に日本で初となる南極探検
のため、白瀬南極探検隊に学術部長と
して武田輝太郎（犀川横瀬出身）が乗
り込んだ開南丸。
　他の国の南極探検隊と比べると貧弱
な船でありながら、アムンセン隊やス
コット隊と南極点を目指してデッド
ヒートを演じました。　

施政方針・19年度当初予算
P03-09

福岡県知事・県議会議員選挙・
みやこ町議会議員一般選挙

P10

みやこの話題
P16-19

万一のために備え防火訓練
                                P22-23
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年
の
大
き
な
社
会
問
題
の

　
　

一
つ
に
「
格
差
社
会
」
が

あ
り
ま
す
。
今
日
、
自
治
体
に

お
い
て
も
都
市
圏
と
地
方
と
の

地
域
間
格
差
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
行
政
は
、

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
名
の

下
に
、
人
口
や
産
業
規
模
に
よ

る
税
収
の
差
を
、
国
が
補
助
金

や
地
方
交
付
税
と
し
て
再
配
分

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

日
本
全
国
ど
こ
で
も
一
定
レ
ベ

ル
の
社
会
資
本
の
整
備
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
実
現
出
来

て
い
た
の
で
す
が
、「
三
位
一

体
改
革
」
以
降
、
財
政
基
盤
に

よ
っ
て
自
治
体
間
の
格
差
が
ま

す
ま
す
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
夕
張
市
な
ど
の
よ
う

に
、
過
度
な
施
設
整
備
と
い
っ

た
、
そ
の
他
の
要
因
も
あ
り
ま

す
が
、
結
果
的
に
財
政
破
綻
に

至
る
自
治
体
が
今
後
増
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

折
り
し
も
、
日
本
銀
行
の
金

利
政
策
に
お
い
て
短
期
金
利
の

引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
好
景
気
を
享
受

し
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
で
あ

り
、
多
く
の
国
民
や
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
は
好
況
感
を
実
感

出
来
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。

　

こ
う
し
た
格
差
社
会
を
是
正

す
る
た
め
に
、
地
方
自
治
体
と

し
て
は
、
自
ら
の
手
で
更
な
る

行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
特
性
と
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か
し
な

が
ら
、
財
政
力
の
向
上
と
真
の

地
方
分
権
型
社
会
の
確
立
を
目

指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

み
や
こ
町
に
お
い
て
も
少

子
・
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
展

な
ど
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
間
格
差
に
埋
没
す
る

こ
と
な
く
、
住
民
と
自
治
体
が

協
力
・
連
携
し
、
主
権
者
た
る

住
民
の
意
思
を
反
映
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
今
後
も
推
進
し
た
い

↑住民のかたとの協働で会議を進めたみやこ町
総合計画策定委員会の会議風景。

　

ま
た
、
真
の
男
女
共
同
参
画

社
会
の
構
築
に
向
け
、
今
年
度

は
住
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
「
み
や
こ
町
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。
男
女
が
共
に

支
え
合
う
住
み
良
い
町
を
目
指

し
て
、
今
こ
そ
実
効
性
の
あ
る

方
向
づ
け
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
福
祉
、
介
護
、
健
康
づ
く
り

関
連
施
策
に
つ
い
て

　
　

齢
者
福
祉
、
介
護
関
係
で

　
　

す
が
、
高
齢
者
の
か
た
が

楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
及
び
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
既
存

の
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
保
険
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
地

域
で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る

よ
う
に
、
介
護
予
防
を
目
的
と

し
た
地
域
支
援
事
業
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
核
と

な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
主
体
に
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
旧
町
を
単
位
と
し
た
新
た

な
特
定
高
齢
者
の
把
握
に
努

め
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
全
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
事
業
を
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
障
が
い
者
福
祉
関
係
で

２

↑ 3 月 3 日の男女共同参画セミナー

す
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
か
ら
１
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
主
な

点
は
、
身
体
、
知
的
障
が
い
者

の
か
た
に
加
え
精
神
障
が
い
者

の
か
た
た
ち
も
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

利
用
者
の
自
己
負
担
が
生
じ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
各
障
害
と
も
に

数
人
ず
つ
で
す
が
、
利
用
者
の

増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
利

用
者
負
担
に
つ
い
て
は
国
の
軽

減
措
置
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

19
年
４
月
か
ら
そ
の
方
針
に

沿
っ
て
軽
減
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

更
に
、
現
在
、
障
害
者
自
立

支
援
法
及
び
地
域
生
活
支
援
事

業
と
併
せ
て
、
障
が
い
者
の
か

た
た
ち
に
よ
り
良
い
支
援
が
出

来
る
よ
う
に
、
み
や
こ
町
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
を
進
め
、
こ

れ
に
よ
っ
て
障
害
福
祉
の
更
な

る
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
で
す
が
、
保
育
事

業
及
び
学
童
保
育
事
業
の
拡
充

を
図
り
、
延
長
保
育
や
乳
児
保

育
に
つ
い
て
も
更
な
る
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
保
育
」
と
「
教
育
」

を
融
合
し
た
「
保
教
育
」
活
動

を
展
開
す
る
事
業
と
し
て
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
、

「
豊
津
寺
子
屋
」
事
業
で
す
が
、

今
年
度
も
従
来
ど
お
り
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
豊
津
地
区
と
勝
山
地
区

で
実
施
し
、
犀
川
地
区
で
は
未

実
施
で
し
た
が
、
子
育
て
に
悩

む
ご
家
族
か
ら
の
要
望
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
か
ら
犀

川
地
区
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
が
か
な

り
解
消
出
来
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
週

１
回
の
実
施
で
す
が
、
利
用
状

況
を
踏
ま
え
て
、
随
時
実
施
回

数
を
増
や
す
考
え
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
高
齢
者

や
児
童
の
虐
待
、
子
育
て
の
悩

み
な
ど
、
家
庭
で
の
住
民
の
抱

え
る
問
題
が
多
様
化
し
、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら

な
い
、
あ
る
い
は
一
つ
の
部
署

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
住
民
の
相
談
窓
口

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
専
門
職
員
を
配
置
す
る
め

ど
が
つ
き
ま
し
た
。
今
後
は
相

談
内
容
に
応
じ
、
行
政
の
担
当

部
署
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
早
期
に
各
種
問
題
の
解
決

が
図
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

施政方針
まちづくりの基本的かつ重要な４本の柱を中心に 19 年度の町の運営方針を語る－

ル
と
し
て
「
町
の
花
・
町
の
木
」

に
つ
い
て
も
広
く
公
募
し
、
選

定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
と
し
て
「
町
民
の
歌
」、「
町

民
音
頭
」
の
作
成
に
つ
い
て
も

計
画
し
、
作
詞
・
作
曲
を
専
門

家
に
依
頼
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、

町
民
に
と
っ
て
「
我
が
町
」
を

思
う
心
の
拠
り
所
と
な
る
と
と

も
に
、
町
民
の
連
帯
感
の
醸
成

に
必
ず
や
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

依
然
、
今
年
度
も
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
す
が
、
み
や
こ

町
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
て
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
「
住
み
た
く
な

る
町
」そ
し
て「
住
ん
で
良
か
っ

た
町
」
を
目
指
し
て
努
力
し
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
施
策

の
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

  

●
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

　
　

て
、
今
年
度
は
「
み
や
こ

町
町
民
憲
章
」
を
制
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
と
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た

我
が
郷
土
を
誇
り
と
し
、
わ
た

し
た
ち
の
理
想
と
す
る
町
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
町
民
憲
章
等

制
定
起
草
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
指
針
を
明
文
化
す
る
予
定

で
す
。
併
せ
て
、
町
の
シ
ン
ボ

←
福
岡
県
内
外
か
ら
多
く
の
視
察
が

訪
れ
る
豊
津
寺
子
屋
。

熱
心
な
指
導
者
に
よ
っ
て
、「
保
教

育
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年 

目

近

ま

高
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さ
て
、
だ
れ
も
が
心
身
と
も

に
「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
す
る
」
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
の
で
す
が
、
医
療
費

は
年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。

　

住
民
の
健
康
増
進
と
医
療
費

の
削
減
を
図
る
た
め
、
今
後
と

も
「
健
診
に
よ
る
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
や
保
健
指
導

の
徹
底
」「
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
運
動
教
室
や
食
生
活
改

善
教
室
」「
子
育
て
支
援
と
し
て
、

食
育
教
室
・
育
児
相
談
・
子
ど

も
の
発
達
相
談
」
な
ど
の
保
健

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

一
般
高
齢
者
訪
問
や
新
生
児
訪

町政指針

一般会計予算額 　　115 億 1400 万円

問
な
ど
の
心
通
う
地
道
な
保
健

活
動
を
通
じ
て
、「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
重
要
性
を
今

後
も
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

●
生
活
環
境
関
連
に
つ
い
て

　
　

ず
、
上
水
道
整
備
で
す
が
、

　
　

引
き
続
き
、
大
規
模
な
水

道
施
設
の
無
か
っ
た
旧
勝
山
、

犀
川
両
地
区
を
中
心
に
整
備
を

進
め
る
予
定
で
す
。
勝
山
地
区

の
配
水
地
築
造
と
犀
川
地
区
の

配
水
管
布
設
が
そ
の
主
な
も
の

で
す
。
今
後
も
住
民
の
生
活
基

盤
の
根
幹
を
成
す
飲
料
水
の
安

全
・
安
定
供
給
に
向
け
て
、
早

急
な
給
水
区
域
の
拡
張
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
施
策
で
あ
り
ま

す
が
、
み
や
こ
町
は
早
期
整
備

完
成
が
望
ま
れ
る
東
九
州
自
動

車
道
や
３
つ
の
国
道
な
ど
の
広

域
交
通
網
と
豊
か
な
自
然
環
境

を
結
ぶ
接
点
と
し
て
重
要
な
地

域
で
す
。

自主財源　町税や諸収入、基金か
らの繰入金、負担金や使用料など
のように、自主的に収入する財源

依存財源　地方交付税や国県支出
金のように、国や県から定められ
た額を交付されたり割り当てられ
たりする収入

↓ 3 月 16 日に開催された隣保館教室発表会。
隣保館は、地域住民の交流の拠点として、その役
割を果たしています。

町税

繰入金

諸収入

分担金・負担金

使用料・手数料

その他

地方交付税

国・県支出金

町債

地方譲与税

地方消費税交付金

その他

19 億 4,466 万 7 千円

6 億 4,429 万 2 千円

1 億 1,722 万 3 千円

6 億 7,259 万 9 千円

1 億 6,480 万 7 千円

2 億 8,798 万 6 千円

42 億 2,800 万円

14 億 2,572 万 6 千円

15 億 2,190 万円

1 億 4,500 万円

1 億 8,500 万円

1 億 7,680 万円

16.9％

5.6％

1.0％

5.9％

1.4％

2.5％

36.7％

12.4％

13.2％

1.3％

1.6％

1.5％

町民一人当たりの町税負担額……8万 3,663 円

自
主
財
源

依
存
財
源

自主財源
（33.3％）

依存財源
（66.7％）

歳　入
民生費

公債費

総務費

教育費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

議会費

その他

17 億 1,133 万 3 千円

13 億 509 万 6 千円

17 億 2,356 万 2 千円

11 億 5,142 万 2 千円

12 億 2,219 万 3 千円

11 億 4,411 万 7 千円

6 億 7,613 万円

4 億 5,571 万 9 千円

18 億 7,431 万 8 千円

1 億 3,427 万 5 千円

1 億 1,583 万 5 千円

14.8％

11.3％

15.0％

10.0％

10.6％

9.9％

5.9％

4.0％

16.3％

1.2％

1.0％

町民一人当たりに使われるお金……49万 5,354 円
※一般会計での試算。平成 19年 2月 28 日現在での人口 2万 3,244 人での数値。

歳　出

目
的
別
分
類

特別会計名 予算額
国民健康保険事業 3,064,560
老人保健事業 3,634,359
介護保険事業（保険事業） 1,822,039
介護保険事業（サービス事業） 20,308
簡易水道事業 754,419
公共下水道事業 130,735
農業集落排水事業 149,311
住宅新築資金等事業 217,614
土地取得 121
犀川財産区管理会 909
城井財産区管理会 2,085

特別会計予算総括表　　　　（単位：千円）

ま
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P
ick up the T ow

n M
ayor 

対
す
る
支
援
の
方
法
を
『
担
い

手
』
に
対
象
を
絞
り
、
経
営
体

を
支
援
す
る
対
策
に
換
え
る
と

い
う
、
い
わ
ば
戦
後
の
農
政
の

大
転
換
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
と
い
っ
た
地
域
農

業
の
現
状
と
、
外
国
か
ら
の
日

本
農
業
に
対
す
る
圧
力
と
い
っ

た
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
本
町

の
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
営
農
組
織
や
認
定
農
業

者
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
『
担
い

手
』
の
育
成
と
と
も
に
農
地
の

利
用
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
の

促
進
と
機
械
化
に
よ
る
省
力
化

を
図
り
な
が
ら
、
生
産
コ
ス
ト

の
削
減
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

  

ま
た
、
稲
作
一
辺
倒
の
農
業

か
ら
高
収
益
型
農
業
へ
と
、
生

産
性
と
収
益
性
の
高
い
農
業
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
政
府
は
、「
米
政
策
改
革

大
綱
」
を
公
表
し
、
米
作
り
の

あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
、

水
田
農
業
政
策
と
米
政
策
の
大

転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
町

で
も
、
競
争
力
あ
る
水
田
農
業

の
展
開
を
支
援
す
る
た
め
、米
・

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
・
野
菜

な
ど
を
適
正
に
組
み
合
わ
せ
た

収
益
性
の
高
い
安
定
し
た
水
田

農
業
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
重

要
だ
と
位
置
づ
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
条
件
を
最
大
限
活

用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源

を
結
ぶ
交
通
網
の
基
盤
整
備

は
、
町
の
経
済
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、今
後
、

そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
整
備
促

進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
生
活
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
は
、
地

域
内
移
動
の
利
便
性
を
高
め
る

と
共
に
集
落
内
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

も
必
要
性
を
見
極
め
、
整
備
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
町
営
住
宅
総
合
ス
ト
ッ
ク

計
画
に
基
づ
き
住
宅
建
替
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、

総
合
的
に
見
直
し
を
行
い
、
新

た
な
年
次
計
画
を
立
て
た
上
で

事
業
推
進
並
び
に
具
体
的
な
実

施
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

  

●
産
業
振
興
に
つ
い
て

　
　

の
活
性
化
と
地
域
経
済
の

　
　

浮
揚
に
は
、
産
業
の
発
展

が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
ず
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
国
は
生
産
調
整
に

　

ま
た
、
町
内
に
三
か
所
あ
る

農
産
物
直
売
所
を
中
核
に
、
更

な
る
「
地
産
・
地
消
」
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
野
菜
の
少
量
多

品
目
の
時
代
に
合
っ
た
「
産
地

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

更
に
、
近
年
は
特
に
消
費
者

の
「
食
」
へ
の
安
全
安
心
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
水
稲
や
園
芸
品
目
へ
の
有

機
肥
料
の
安
定
供
給
体
制
を
確

立
し
、
認
証
制
度
基
準
に
合
っ

た
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培

の
推
進
に
も
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
に
林
業
の
推
進
で
す
が
、

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
っ
て
林
業
労
働
者

の
減
少
や
木
材
価
格
の
長
期
低

迷
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
森
林
の
有
す
る
多
目
的
機

能
の
発
揮
、
林
業
の
持
続
的
か

つ
健
全
な
発
展
、
林
産
物
の
供

給
及
び
利
用
の
確
保
を
図
る
こ

と
な
ど
を
基
本
理
念
と
し
な
が

ら
、
総
括
的
か
つ
計
画
的
に
林

業
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
に
関
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て

既
存
の
商
店
街
を
取
り
巻
く
環

境
は
深
刻
な
状
況
を
呈
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
町
内
の
観
光

資
源
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用

し
て
「
み
や
こ
町
」
を
宣
伝
し
、

町
外
か
ら
の
流
入
客
を
増
加
さ

せ
る
と
い
っ
た
方
策
を
商
工
会

や
地
元
住
民
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
新
た
な
雇
用
創
出
に
つ
な
が

る
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

結
び
に
、
み
や
こ
町
の
限
り

な
い
発
展
と
こ
の
町
に
住
む
す

べ
て
の
み
な
さ
ん
の
幸
せ
を
お

祈
り
し
て
、
わ
た
し
の
本
年
度

の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

み
や
こ
町
長

　

白　

石　

春　

夫

平成 19 年度主要事業

【生活関連事業】
　簡易水道事業
　公共下水道事業
　消防施設整備事業

【産業関連事業】
　活力ある高収益型園芸産地育成事業
　農地・水・農村環境保全向上活動支援事業
　競争力ある土地利用型農業育成事業
　農業用施設整備事業

【健康・福祉関連事業】
　老人福祉・障害者福祉サービス推進事業
　子育て支援事業
　保険活動推進事業

【土木関連事業】
　道路橋梁整備事業
　公営住宅建設事業

【教育・文化関連事業】
　小・中学校情報機器購入

【その他事業】
　イメージソング作成事業
　定住促進整備事業
　男女共同参画推進計画策定事業
　不法投棄監視カメラ設置事業

→

香
春
町
と
接
す
る
仲
哀
峠
に
３

代
目
の
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

１
３
６
５
ｍ
）
が
２
０
０
７
年
３
月

５
日
に
開
通
。

町

Profile　白石春夫みやこ町長　Haruo  Shiraishi
昭和 15 年３月 10 日生。福岡県立豊津高等学校卒業。昭和 34 年９月から平成６年３月まで旧犀川町職員として勤務し、旧犀川
町の助役を経て、平成９年８月 30 日から平成 18 年３月 19 日まで、旧犀川町の町長として町の発展に努める。
平成 18 年３月 20 日、旧犀川町、勝山町、豊津町が合併しみやこ町が誕生。初代町長に就任。趣味はドライブとジョキング。
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だれが選ばれても同じだと思っていた・・・

でも、わたしたちの一票で政治が動くと思うと、いてもたってもいられない！

投 票 に 行 こ う！
で も そ の 前 に

選挙は、選挙権があるからといって必ず
投票できるものではありません。
次のことを確認してください。

□
県知事選挙

【○投票できます】
　昭和 62 年 4 月 9 日までに生まれたかた。
平成 18 年 12 月 21日までに転入の届出をし
たかたで、引き続きみやこ町に住所を有する
かた。

【×投票できません】
　平成18 年11月20日までに転出したかた。

□
県議会選挙

【○投票できます】
　昭和 62 年 4 月 9 日までに生まれたかた。
平成 18 年 12 月 29 日までに転入の届出を
したかたで、引き続きみやこ町に住所を有す
るかた。

【×投票できません】
　平成18 年11月28日までに転出したかた。

＊県知事選挙、県議会議員選挙に限り平
成 18 年 12 月 21 日以降福岡県内の他の
市町村に転出したかたで、「引き続き県内
に住所を有する証明書」を持参したかた
は投票することができます。

□
みやこ町議会議員一般選挙

【○投票できます】
　昭和 62 年 4 月23日までに生まれたかた。
平成 19 年 1 月16 日までにみやこ町に転入
届を提出し、投票日まで引き続き住民基本
台帳に登録されているかた。

【×投票できません】
　投票日までに住所を有しなくなったかた。

当日投票所へ行けないかたは「期日前投票」
または「不在者投票」を 投票日当日、以下
の事由に該当する見込みのあるかたは、告
示の日の翌日から投票日の前日までの間で
あれば、期日前投票または、不在者投票を
することができます。
○仕事、学業、地域行事の役員や、冠婚葬
　祭などの予定があるかた。 
○レジャ－や買い物などの私用で、投票日
　に投票区内にいないかた。 
○病気やけが、妊娠などの理由で歩けない
　かた。 
○町外の他の地域に一時的に滞在している
　かた。 
○引っ越しなどをして、他の市区町村に住
　んでいるかた（福岡県知事・県議会議員
　選挙に限る）。

棄権をしないために
－忙しいあなたを応援します－

福岡県知事・県議会議員選挙
投票日　4 月   8 日㈰ 7 時～ 19時まで

みやこ町議会議員一般選挙
投票日　4 月 22 日㈰ 7時～19時まで

期日前投票期間
⇒福岡県知事・県議会議員選挙
福岡県知事　3 月 23 日㈮～ 4 月 7 日㈯まで
県議会議員　3 月 31 日㈯～ 4 月 7 日㈯まで
⇒みやこ町議会議員選挙
　　　　　　4 月 18 日㈬～ 4 月 21 日㈯まで

ともに場所及び時間は次のとおりです
場所　みやこ町役場本庁３階大会議室
　　　みやこ町役場犀川支所２階会議室
　　　みやこ町豊津公民館（旧豊津中央公民館）
時間　８時 30 分～ 20 時まで
お問い合わせ先　みやこ町選挙管理委員会
　　　　　　　　☎ 32・2511（内線 211・212）

男女共同参画リレーエッセイ

「
男
女
共
同
参
画
」
を
学
ぶ
の
は

基
本
的
に
男
性
で
す

　

パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
た
な
い
人
、
ま
た

は
失
わ
れ
た
人
は
と
も
か
く
、
定
年
は

家
族
関
係
、
と
り
わ
け
夫
婦
の
関
係
を

変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
定
年
後
の
夫

婦
の
役
割
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
は

ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
が
あ
れ
ば
済
む
こ

と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の

で
「
熟
年
離
婚
」
が
発
生
す
る
の
で
す
。

原
因
は
主
と
し
て
「
変
わ
り
た
く
な
い

男
」
が
「
自
分
の
生
き

方
を
変
え
な
い
」
こ
と

に
あ
り
ま
す
。「
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た

女
」
は
こ
れ
以

上
男
の
一
方
的

な
支
配
に
我
慢
で
き
な
い
、
我
慢
し

な
い
、
と
い
う
限
界
点
に
達
し
始
め

て
い
ま
す
。
問
題
の
核
心
は
「
男
女

共
同
参
画
」
理
念
の
理
解
と
実
践
の

問
題
で
す
。

「
変
わ
り
た
く
な
い
男
」

　

男
は
男
女
の
「
生
物
学
的
性
差
」、

な
か
ん
ず
く
「
筋
肉
」
の
働
き
の
違
い

に
よ
っ
て
、
有
史
以
来
、
戦
争
と
肉

体
労
働
に
お
い
て
女
性
に
対
す
る
優

位
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。「
筋
肉
文
化
」

は
例
外
な
く
「
筋
肉
」
の
優
位
を
保
っ

た
男
の
支
配
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
た
。
生
活
の
中

の
男
女
の
あ
り
方
を
律
し
て
き
た
「
文

化
的
性
差
」
も
「
筋
肉
文
化
」
が
決

定
し
て
来
ま
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、

女
性
の
社
会
的
位
置
は
主
と
し
て
男

性
が
決
定
し
、
男
性
が
定
義
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、「
男
女
共
同

参
画
」
理
念
が
、登
場
す
る
以
前
の
「
男

ら
し
さ
」
も
「
女
ら
し
さ
」
も
こ
の
「
男

性
優
位
の
支
配
シ
ス
テ
ム
」、
す
な
わ

ち
「
筋
肉
文
化
」
が
定
義
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の

で
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
男
女
共
同
参
画
の
理

念
は
、
男
女
の
対
等
な
関
係
を
巡
っ

て
多
く
の
点
で
「
既
存
の
文
化
」
と

敵
対
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
男

女
共
同
参
画
の
理
念
は
従
来
の
男
性

優
位
の
「
筋
肉
文
化
」
に
対
し
て
、

女
性
の
対
等
、
女
性
の
意
見
、
女
性

の
立
場
を
主
張
せ
ず
に
は
い
な
い
か

ら
で
す
。
男
女
の
共
同
、
男
女
の
対

Profile
社会教育システム研究家　

三浦　清一郎さん

　 平成 15 年から旧
豊津町男女共同参画
まちづくり委員会顧
問になり、「豊津寺子
屋」実行委員会顧問
になる。また、平成
18 年からみやこ町男
女共同参画まちづく
り推進委員会顧問と
なる。

↓ 3 月 3 日に男女共同参画セミナーで
講演をする三浦清一郎さん

等
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
既

存
の
権
利
や
現
状
の
優
位
を
譲
歩

し
た
り
、
放
棄
し
た
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
主
と
し
て
男
性

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
覚

的
で
あ
れ
、
無
自
覚
的
で
あ
れ
、

男
は
「
居
心
地
の
良
い
」
現
状
を

手
放
し
た
く
は
な
い
の
で
す
。
男

に
限
ら
ず
、
居
心
地
の
い
い
状
況

を
変
え
な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば

変
え
た
く
な
い
と
思
う
の
は
、
人

間
の
欲
求
の
自
然
な
の
で
す
。
男

性
優
位
の
文
化
は
男
に
と
っ
て

の
「
既
得
権
益
」
で
あ
り
、
で
き

れ
ば
失
い
た
く
な
い
の
で
す
。
当

然
、
男
は
、
女
性
に
対
す
る
優
位

を
保
っ
て
来
た
分
だ
け
、
失
う
も

の
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
社
会
に
お
い
て
も
、

家
庭
に
お
い
て
も
「
変
わ
り
た
く

な
い
男
」
の
男
女
共
同
参
画
理
念

へ
の
抵
抗
の
根
本
原
因
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

Check
- 確認 -
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ご
利
用
に
つ
い
て

蛇渕キャンプ場利用受け付けのお知らせ
　蛇渕キャンプ場利用申込者の受付を次の日程で開始します。
キャンプ場利用期間は７月２日㈪～８月 31 日㈮までです。
受付日時
○町内者受け付け　４月  9 日㈪８時 30 分～ 17 時まで
○町外者受け付け　４月 16 日㈪８時 30 分～ 17 時まで
受付場所
○６月 29 日㈮まで：犀川支所　産業建設課　産業係
　　　　　　　　　　　☎ 42・0001（内線 161）
○７月２日㈪から：こだま荘（キャンプ場横）
　　　　　　　　　　　☎ 43・5473
＜利用料金表＞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 単位：円 ）

区　　分 バンガロー テント持ち込み
（１張り）10 人用 20 人用

町内者利用料 4,200  5,250 520
町外者利用料 8,400 10,500 630

　受け付けは、印鑑を持参し窓口に届け出るか、

電話で申し込みください。

　なお、受け付け初日は８時 30 分までに窓口に

来られたかたを対象に抽選を行い、受け付け順を

決定しますので、ご了承ください。

　　　　【お問い合わせ先】
　　　　　　犀川支所　産業建設課　産業係
　　　　　　☎ 42・0001（内線 161）

みやこ町マイクロバスのご利用について
　みやこ町のマイクロバスの使用を現在も行っていますが、平成 19
年４月１日から管理規則の改正によって、各種団体（老人クラブ・
子ども会など）が使用する場合は、次に掲げる要件に限られますの
でお知らせします。
【使用における要件】
①研修のための使用　②日帰りのみの使用　③１会計年度について
１回限りの使用
④ 15 人以上の使用　⑤運行距離は１日あたり 300 キロメートルを
限度とする使用
⑥ 8 時 30 分～ 17 時までの使用
お問い合わせ先
　本庁　総務課（☎ 32・2511）　
　犀川支所　総務管理課（☎ 42・0001）
　豊津支所　総務管理課（☎ 33・3111）

⊿⊿⊿　防災行政無線運用スタート　⊿⊿⊿

みやこ町防災行政無線について
○みやこ町防災行政無線５月１日㈫運用開始
　犀川地域で整備された防災行政無線は、５月１日㈫から運用を開始　
します。
○犀川地域のみなさんへ
　取付工事をした戸別受信機の電波受信状況をテストするための試験放
　送を４月１日㈰～８日㈰まで行います。
　試験放送は７時、正午、19 時の予定です（受信されている場合、「再
　生」ボタンを押すと録音された放送が聞けます）。
　期間中戸別受信機から放送内容が聞こえない世帯は４月９日㈪まで
　に、犀川支所総務管　理課（☎ 42・0001 内線 210、211）までご
　連絡ください。
　４月 13 日㈮から受信できるよう調整に伺います。
○放送時間の変更について
　４月１日から勝山地域及び豊津地域は行政放送が次の時間に変わりま
　す。朝：６時 50 分、昼：11 時 50 分、夜：20 時
○死亡放送のお知らせについて
　５月１日㈫からみやこ町全域で防災行政無線が運用されることから、
　死亡された御遺族からの要望があった場合、町内全域に放送されるこ
　とになりました。「死亡届」　をお届けの際、申し出てください。

公共下水道事業の受益者加入負担金の金額（税別）が
平成 19 年 4 月１日から次のように改定となります。

世帯及び

事業所

宅地造成及び集合住宅などの場合〔1 区画 ( 戸 ) につき〕
5 区画 ( 戸 ) 以上

9 区画 ( 戸 ) まで

10 区 画 ( 戸 ) 以 上

19 区画 ( 戸 ) まで

20 区画 ( 戸 ) 以上

29 区画 ( 戸 ) まで

30 区画 ( 戸 ) 以上

受益者負担金 20 万円 22 万円 24 万円 27 万円 30 万円

また、勝山地区の簡易水道使用料が
平成 19 年４月分から次のように改定となります。

一般用

平成 19 年 3 月まで 平成 19 年 4 月から
平成 20 年 3 月まで

基本使用料（10 ㎥まで） 1,360 円 1,680 円
超過料金（１㎥毎） 　130 円 160 円
メーター使用料 無料 無料

お問い合わせ先　上下水道課　☎ 33・3113

防災
犯

衛
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区域 月日 場所 時間

豊
津
地
域

５
月
11
日
㈮

吉岡公民館 9時 50 分～10 時 5分まで
綾野公民館 10 時15分～10 時 35分まで
下原公民館 10 時 45分～11時まで
呰見スタンド 11時 5分～11時 25分まで
祓郷学習施設 11時 30 分～11時 45分まで
呰見橋本商店前 13時10 分～13時 30 分まで
徳永公民館 13時 35分～13時 55分まで
田中公民館 14 時～ 14 時 20 分まで
国作集会所（久保オート）14 時 25 分～ 14 時 40 分まで
福岡みやこ農協前 14 時 45 分～ 15 時 15 分まで

犀
川
地
域

５
月
14
日
㈪

上高屋島田邸横 10 時～10 時 20 分まで
下高屋水防倉庫前 10 時 25分～10 時 50 分まで
末江公民館横 10 時 55分～11時10 分まで
犀川支所駐車場 11時15分～11時 45分まで
犀川駅裏駐輪場前 13時10 分～13時 30 分まで
上本庄朝日物産横 13時 35分～14時まで
古川黒田設計前 10 時～10 時 25分まで
続命院公民館 10 時 30 分～10 時 55分まで
久富公民館 11時～11時 20 分まで
谷口公民館 11時 30 分～11時 50 分まで
木山入り口 13時10 分～13時 30 分まで
花熊公民館 13時 35分～14時まで

犀
川
地
域

５
月
15
日
㈫

鐙畑公民館 10 時～ 10 時 15 分まで
喜多良お宮前 10 時 25 分～ 10 時 40 分まで
大熊一木橋 10 時 45 分～ 11 時まで
大熊安平橋 11 時 5 分～ 11 時 25 分まで
大村バス停 11 時 30 分～ 11 時 55 分まで
大坂山本邸横 13 時 10 分～ 13 時 30 分まで
柳瀬集会場 13 時 40 分～ 14 時 5 分まで
崎山林酒造場前 14 時 15 分～ 14 時 40 分まで
犬丸バス停 10 時～ 10 時 25 分まで
役場城井出張所 10 時 35 分～ 11 時 10 分まで
横瀬公民館 11 時 20 分～ 11 時 40 分まで
下伊良原農協横 13 時 10 分～ 13 時 30 分まで
上伊良原バス停横 13 時 40 分～ 13 時 55 分まで
帆柱農協横 14 時 5 分～ 14 時 20 分まで
帆柱楠木橋横 14 時 25 分～ 14 時 40 分まで

愛犬へ飽くなき
愛情を !!
を飼われているかたは、必ず登録をして毎年狂犬病
予防注射を受けてください。本年度は次の日程で犬

の登録と集団予防注射を行います。当日、犬の健康状態な
どで受けられないときは、直接最寄りの動物病院で予防注
射を受けてください。
登録済の場合　3,050円
（注射代2,500円＋注射済票札代550円）
未登録の場合　6,050円
（注射代2,500円＋注射済票札代550円＋鑑札代3,000円）

犬

モデル：石本望
の の か

乃花ちゃん　カン太くん（上久保 1）

勝
山
地
域

５
月
８
日
㈫

旧農協諫山支所 10 時～10 時 50 分まで
旧中央公民館 11時～11時 30 分まで
金林寺 13時10 分～13時 30 分まで
下田堂横 13時 40 分～13時 55分まで
菩提公民館 14時 5分～14時 20 分まで
御手水公民館 14時 30 分～14時 50 分まで

区域 月日 場所 時間

勝
山
地
域

５
月
７
日
㈪

平尾公民館 10 時～10 時 25分まで
下久保お宮 10 時 35分～11時 5分まで
旧農協久保支所 11時15分～11時 45分まで
旧農協黒田支所 13時10 分～13時 45分まで
下黒田公民館 13時 55分～14時 30 分まで

豊
津
地
域

５
月
９
日
㈬

節丸公民館 9時 50 分～10 時10 分まで
光冨お宮前 10 時 20 分～10 時 40 分まで
西区公民館 10 時 45分～11時 5分まで
緑ヶ丘消防車庫 11時10 分～11時 50 分まで
台ヶ原公民館 13時10 分～13時 40 分まで
台ヶ下公民館 13時 50 分～14時 5分まで
豊津支所別館前駐車場 14時15分～14時 55分まで

豊
津
地
域

５
月
10
日
㈭

東甲塚公民館 9時 50 分～10 時 5分まで
長養公民館 10 時15分～10 時 35分まで
西甲塚公民館 10 時 45分～10 時 55分まで
彦徳お宮前 11時～11時15分まで
錦町公民館 11時 25分～11時 45分まで
錦ヶ丘下公民館 13時10 分～13時 25分まで
国分寺前 13 時 35 分～ 14 時 10 分まで
上坂公民館 14 時 15 分～ 14 時 30 分まで
上原公民館 14 時 35 分～ 14 時 55 分まで



梅と文化の香りを楽しんで

－三重塔まつり－

　第 1回みやこ町三重塔まつりが、2月 25 日に

開催されました。みやこの歴史と文化の象徴・豊

前国分寺跡公園で開催される旧豊津町からの伝統

行事で、少年少女俳句大会の表彰式や句会、野点

などが行われたほか、特産品やぜんざいなどの出

店も並びました。訪れた人たちは、三重塔を背に

満開の梅の花を楽しみながら、おいしい料理に舌

鼓を打っていました。

お父さん、家事していますか？

－男女共同参画セミナー

　３月３日、サン・グレートみやこで男女共同参

画セミナーが開催されました。講師の三浦清一郎

さんによる講演では、「帰って来た奥さんに『ご

飯まだ？』じゃなく、自分で作って待っているく

らいでないと」との言葉を頷きながら聴くかたも。

　また、劇団さそり座が「なぜ役員や会長などに

は男の人が多いの？」といった身近な疑問を織り

交ぜた寸劇を面白おかしく演じ、会場の笑いを

誘っていました。

体動かしていますか？

―第 1回みやこ町ふれあいスポーツ大会―

　「第 1回みやこ町ふれあいスポーツ大会」（み

やこ町教育委員会主催）が３月３日、勝山体育

館で開かれました。卓球（シングルス）とバド

ミントン（ダブルス）に 70 人が参加、１年間の

練習の成果を競いました。公式試合の合間には

ダーツとディスゲッターの競技もあり、小学生

から大人まで一緒になってさわやかな汗を流し

ました。各種目の優勝者は次のとおりです。

【卓球】

　低学年の部＝山田侑華さん

　高学年の部＝種生　裕さん

　中学生以上の部＝今川柊稀さん

【バドミントン】

　低学年の部＝白川魁星さん・有光佳菜さん

　高学年の部＝大橋一輝さん・種生　裕さん

　中学生以上の部＝嶋内康仁さん・嶋内弓純さん

自分の身は自分で守る

－児童に護身術を指導－

　2月 19 日に黒田小学校（山田雅明校長）の全

校児童を対象に体育館を利用して、少林寺クラ

ブ勝山クラブが「護身術」を指導しました。

　登下校時などで不審者から手を握られたとき

を想定し、対処する技や倒す技などを実践形式

で、披露。

　緊急時は「自分の身は自分で守る」ことを再

確認した授業となりました。

町の骨格となる総合計画を答申

－みやこ町総合計画答申－

　これからのまちづくりの指針となる「みやこ町総合計画」を審議していたみやこ町総合計画

審議会（会長　梅本正さん）が 2月 15 日、白石春夫みやこ町長に答申しました。

　同計画は昨年 7月、町職員や公募委員などで構成するプロジェクト委員会で協議を行い、策

定委員会で素案を作成。その後審議会に白石町長が諮問し、審議を重ねてきました。

　計画は、基本構想と基本計画から成り、まちの将来像を「交流と連携により　ともに夢を描く

　共生と協働のまち」としています。

みやこ町ってどんなまち？

－小学生役場探検－

　2月 23 日に祓郷小学校（春田邦子校長）3年生 23

人のみなさんが、また 3月 13 日には豊津小学校（中

村芳巨校長）3年生 49 人のみなさんが、自分たちが

住む町をもっとよく知りたいと役場を訪問。担当職員

から役場の仕事や町の観光名所、産業などについて説

明を受けると、用意された資料に熱心に書き込んでい

ました。児童たちからは「みやこ町の町章を初めて知っ

た」「豊津地区は犀川・勝山地区と比べると田んぼが

少ないということに驚いた」などの感想が寄せられ、

新たな発見がいっぱいの一日となったようでした。

↑町のことについて企画調整課職員から説明を受け、

熱心にメモをする豊津小学校児童

4
みやこ

の
話題

卯
月

↑町長室で総合計画の答申書を渡す梅本正さん（右）、

それを受ける白石春夫みやこ町長（左）
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Happy

Birthday

平成 18 年 4月 5日生

中島　幸
こう

ちゃん（犀川）

平成 18 年 4月 6日生

中原息
いぶき

吹ちゃん（犀川）

平成 18 年 4月 14 日生

五反田龍
りゅうと

斗ちゃん（豊津）

平成 18 年 4月 17 日生

渕上遥
はるな

奈ちゃん（犀川）

平成 18 年 4月 23 日生

宮﨑茉
ま ゆ

優ちゃん（豊津）

平成 18 年 4月 25 日生

後藤大
はると

翔ちゃん（犀川）

平成 18 年 4月 29 日生

松本香
か の

乃ちゃん（犀川）

子育て支援センターのイベント

～保育士の先生と親子一緒に遊ぼう～

場所　ゆいの郷（勝山）

日時 内容
12日㈭　10時 30分～12時まで リズム遊び、親子遊び
19日㈭　10時～12時まで こいのぼり作り

4月から豊津地区でも開催します
場所　すどりの里（豊津）

日時 内容
10日㈫　10 時30分～12時まで リズム遊び、

親子遊び20日㈮　10 時～12 時まで

＊上記以外の曜日でも実施しています。詳細はカレン
ダーを確認してください。

お問い合わせ先　☎ 32・2176

満
一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を

掲載しています。

　掲載対象者は３月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

そらまめ教室（要予約）
対象者　妊娠中、子育て中のかた、
子育てに関心のあるかた

日時　4月 10 日㈫ 10 時～ 12 時まで
場所　ゆいの郷（勝山）	
内容　助産師による、子育てがスムー
ズにいくおっぱいに関する知られざ
る「技」を伝授します

日時　4月 27 日㈮ 10 時～ 13 時まで
場所　サン・グレートみやこ（勝山）
内容　調理実習をしながら、親から
子へ伝えたい「食」に関する情報が
盛りだくさんの教室です。

ともに参加費は無料ですが
4月 27 日の調理実習のときはエプロ
ンを持参してください。

春風に誘われて、ソフトバレーで爽やかな汗

－みやこ町 B＆ G杯ソフトバレーボール大会－

　3月 4 日、犀川体育館で、みやこ町 B＆ G海洋センター

主催「第 1回みやこ町 B＆ G杯ソフトバレーボール大会」

が開催されました。トリムの部 ( フリー、シルバー ) とレ

ディースの部を併せて 32 チーム ( 約 200 人 )、年齢は 18 歳

から 75 歳までのかたが参加し、気候も良く、世代を超えた

交流のある、盛大な大会となりました。栄光に輝いたのは

次のチームです。　　

トリムの部（フリー）　　優勝　犀人 A　　　　	準優勝　豊津イースト

トリムの部（シルバー）　優勝　豊津イースト　準優勝　ジパング

レディースの部　　　　	優勝　ｂ B(B)　　　　準優勝　★リング

ゲートボールを始めました

－ゲートボールの道具を寄付－

　２年ほど前からゲートボールを始めた京都学園（常任理事　岩﨑

俊徳さん）。学園利用者にもっと、ゲートボールを楽しんでほしいと

津野正光さん（津野精工有限会社の会長）が3月9日に京都学園にゲー

トボールの道具などを寄付しました。

　京都学園裏にみやこ町ゲートボール協会（会長　竹中五郎さん）の

協力によって手作りのゲートボール場を作っています。

　岩﨑さんは、「手作りのゲートボール場で、地域のかたといっしょ

に楽しみたいですね」と語っていました。

献血の PRをしています

－行橋ライオンズクラブが春の花をプレゼント－

　3月 16 日に豊津公民館で行われた献血に行橋ライオン

ズクラブが駆けつけ、用意した春の花 100 個を献血協力者

にプレゼントしました。献血協力者が減るこの時期に、献

血の参加協力を呼びかけるばかりでなく骨髄バンクへの協

力もかねて PR活動を行っています。

希望を思い出を胸に卒業

－町内の小・中学校で卒業式－

　町内の小・中学校で卒業式が行われ、町内の小学生 219 人、

中学生 204 人が数え切れない思い出を胸に学び舎を巣立ちました。

　３月 16日の諫山小学校卒業式では、末廣善文校長が卒業生 12人

に卒業証書を手渡し、「自分を大切にするように。そして他人も

大切にできる若者になれることを期待しています」と卒業生に言葉

を贈りました。

↑ゲートボールの道具一式を渡す
津野正光さん（左）、受け取る岩
﨑俊徳さん（右）

お問い合わせ先
健康づくり係（勝山）☎ 32・6020
犀川健康づくり係　　☎ 42・0001
豊津健康づくり係　　☎ 33・5550

広報みやこ　4 月号  1819　広報みやこ　4 月号

↑
諫
山
小
学
校
に
て

平成 18 年 4月 8日生

土居雄
ゆういち

一ちゃん（勝山）
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～
伊
良
原
ダ
ム
建
設
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
～

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
営
伊
良
原
ダ
ム
の
建
設
に
先
立
ち
、
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
平
成
18
年
7
月
か
ら
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
五
遺
跡
の
調
査
を
実
施
し
、
い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
発
見
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
成
果
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
里
の
地
下
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

中
世
の
居
宅
跡
を
発
見　

　

下
伊
良
原
中
ノ
坪
遺
跡
（
西
の
塚
地
区
）

　

西
の
塚
地
区
の
祓
川
沿
い
に
あ
る
中
ノ
坪
遺
跡

で
は
、
室
町
時
代
頃
（
今
か
ら
六
百
年
ほ
ど
前
）

の
居
宅
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

母
屋
と
な
る
大
き
め
の
建
物
跡
や
納
屋
と
思
わ

れ
る
小
さ
め
の
建
物
跡
が
あ
り
、
母
屋
の
周
囲
に

は
排
水
の
た
め
の
溝
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
地

の
隅
に
は
池
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
遺
跡
か
ら
は
当
時
の
お
金
（
古
銭
）
も
ま
と
ま
っ

て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
七
千
年
前
の
遺
跡
を
発
見　

　

下
伊
良
原
原
田
ノ
谷
遺
跡
（
西
の
塚
地
区
）

　

中
ノ
坪
遺
跡
か
ら
西
側
へ
五
百
ｍ
ほ
ど
上
が
っ

た
台
地
の
上
に
こ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
、
今
か
ら
七
千
年
ほ
ど
前
、
縄
文
時
代
前
期

の
土
器
や
石
器
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
当

時
の
人
々
は
黒
曜
石
製
の
ヤ
ジ
リ
や
銛も

り

を
使
っ
て

狩
猟
を
行
い
、
付
近
の
森
で
木
の
実
な
ど
を
採
集

し
、
土
器
で
煮
炊
き
を
し
て
生
活
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

寺
院
跡
を
発
見

　

下
伊
良
原
寺
ノ
谷
遺
跡
（
西
の
塚
地
区
）

　　

中
ノ
坪
遺
跡
か
ら
西
側
へ
三
百
ｍ
ほ
ど
上
が
っ

た
谷
地
に
こ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
戦

国
時
代
頃
（
今
か
ら
五
百
年
ほ
ど
前
）
の
大
き
な

寺
院
の
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

千
五
百
㎡
ほ
ど
の
敷
地
の
中
に
、
巨
大
な
建
物

跡
が
二
棟
あ
り
ま
し
た
。
本
堂
や
講
堂
と
し
て
使

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
周
辺
に
は
数
棟
の
小

規
模
な
建
物
跡
が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
居
や
納
屋

と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
建
物
跡
の
中

に
は
柱
の
下
部
が
腐
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

文
献
に
よ
る
と
、
下
伊
良
原
に
は
昔
瑞
応
寺
と

い
う
大
き
な
寺
院
が
あ
り
、
大
変
栄
え
て
い
ま
し

た
が
、
水
害
の
た
め
に
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
発
掘
で
見
つ
か
っ

た
寺
院
跡
は
、
こ
の
瑞
応
寺
跡
と
考
え
て
間
違
い

な
さ
そ
う
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
を
発
見

　

上
伊
良
原
川
上
遺
跡
（
中
村
地
区
）

　

中
村
地
区
に
あ
る
川
上
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代

後
期
（
今
か
ら
四
千
年
ほ
ど
前
）
の
竪
穴
住
居
跡

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
地
面
を
直
径
三
ｍ
、
深
さ

五
十
㎝
ほ
ど
掘
り
く
ぼ
め
、
二
本
の
柱
を
建
て
て

屋
根
を
葺
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
床
の
中
央
に
は

火
を
焚
い
た
跡
も
あ
り
ま
し
た
。

１　犀川中の体験発掘（下伊良原  中の坪遺跡）
２　瑞応寺跡の建物基壇と柱穴（下伊良原寺ノ谷遺跡）
３　縄文時代前期の竪穴住居跡（上伊良原川上遺跡）
４　上伊良原川上遺跡を上空から望む

　今回の発掘調査で見つかった出土品は、将来みやこ町歴史民
　俗博物館で展示される計画の予定もあるようです。
　なお、今後も続けられる調査のため、作業員を募集します。
　詳しくは、インフォメーション（p.30）をご覧ください。

１

２

３

４
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放火　7,225 件　12.6%

こんろ　6,026 件　10.5%

たばこ　5,914 件　10.3%

放火の疑い　5,039 件　8.8%

たき火　3,380 件　5.9%

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
は
、
建
築
物
の
防
災
週
間
で
し

た
。
こ
の
防
災
週
間
に
併
せ
て
３
月
３
日
に
地
元
消
防
団
・

豊
津
方
面
隊
第
９
分
団
の
白
川
周
司
分
団
長
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
錦
町
で
防
火
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乾
燥
し
た
こ
の
時
期
に
、
火
災
は
突
如
と
し
て
襲
っ
て
き

ま
す
。
も
し
、
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
に
冷
静
な
判
断
で
対

処
す
る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
大
切
で
す
。

他
人
事
で
は
な
い
火
災

　

普
段
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
テ

レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
火

災
現
場
を
目
に
し
ま
す
が
、
も

は
や
他
人
事
で
は
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
中
の
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
２
，
１
９
５
人

で
、
前
年
の
２
，
０
０
４
人
に

比
べ
１
９
１
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
１
，
２
２
０
人
の
半

数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。

　

ま
た
、
総
出
火
件
数
は

５
万
７
，
４
６
０
件
で
、
火
災

の
原
因
で
は
「
放
火
」
が
７
，

２
２
５
件
で
９
年
連
続
で
一
位

と
な
り
、「
放
火
」
と
「
放
火

の
疑
い
」
を
合
わ
せ
る
と
全
体

の
21
・
３
％
を
占
め
ま
す
。

万
一
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
積
み
重
ね
が
大
事
で
す

→

京
築
広
域
圏

　

豊
前
消
防
署
京
都
分
署

石
本　

直
英
さ
ん

防
火
講
習
会

は
じ
め
て
、
消
火
訓
練
を
し
ま
し
た
け
ど
、

大
変
有
意
義
な
研
修
で
し
た

岡 カヨ子さん

榎本 波津江さん

岡 弘子さん

影田 益子さん

白川 美代子さん

消火訓練を初体験
火
災
を
目
前
に
・
・
・

　

火
事
と
遭
遇
し
た
と
き
「
す
ぐ

に
１
１
９
番
」
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
火
を
目
前

に
し
た
と
き
、
ど
ん
な
対
応
が
出

来
る
で
し
ょ
う
か
。
体
験
者
か
ら

は
「
緊
張
で
声
も
出
ず
に
立
ち
す

く
み
、
呆
然
と
し
て
し
ま
っ
た
」

と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　

右
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
出
火
原
因

別
出
火
件
数
で
２
位
に
あ
る
コ
ン

ロ
は
普
段
、
台
所
に
あ
り
ま
す
。

２
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
家
の
中
で
も
火
災
が
発

生
す
る
可
能
性
の
高
さ
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

大
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る

か
ど
う
か
は
、
初
期
消
火
活
動
に

左
右
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の

英
さ
ん
に
よ
る
講
義
が
あ
り
、「
家

が
燃
え
る
と
、
家
財
な
ど
を
瞬
く

間
に
失
い
ま
す
。
火
災
の
怖
さ
を

再
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者

に
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
同
署
の

森
田
裕
さ
ん
は
救
命
に
関
し
て
講

義
を
行
い
、
脳
卒
中
、
火
傷
な
ど

の
場
合
を
想
定
し
、
そ
の
対
処
方

法
を
参
加
者
の
質
問
に
答
え
な
が

ら
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二

部
で
は
場
所
を
稲
荷
神
社
に
移
し

て
実
際
に
消
火
器
を
持
ち
、
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

冷
静
な
判
断
を
・
・
・

　

こ
の
実
践
訓
練
で
は
台
所
に
立

つ
機
会
が
多
い
女
性
が
選
ば
れ
、

燃
え
さ
か
る
炎
の
前
に
勇
敢
な
５

人
（
左
）
の
女
性
が
積
極
的
に
消

火
器
の
レ
バ
ー
を
握
り
ま
し
た
。

→

京
築
広
域
圏

　

豊
前
消
防
署
京
都
分
署

森
田　

裕
さ
ん

落
ち
着
い
た
行
動
に
よ
っ
て
、
大

火
災
が
防
げ
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
普
段
か
ら
の
訓
練
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
向

上
、
そ
し
て
火
災
時
の
行
動
を
よ

り
素
早
く
出
来
る
よ
う
錦
町
で
は

京
築
広
域
圏
消
防
署
京
都
分
署
の

職
員
を
招
き
、
初
め
て
の
防
火
講

習
会
を
錦
町
公
民
館
で
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
人
数
は
約
30
人
。

女
性
の
積
極
的
な
参
加
が
目
立

ち
、
普
段
か
ら
台
所
で
火
を
扱
う

た
め
火
災
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
一
部
と
二
部
に
分

け
ら
れ
、
一
部
で
は
ビ
デ
オ
に
よ

る
火
災
の
恐
怖
を
学
習
。
ビ
デ
オ

終
了
後
に
は
京
都
分
署
の
石
本
直

出火件数
57,460 件

ストーブ　2,025 件　3.5%

火遊び
1,918 件　3.3%

その他
25,933 件
45.1%

出火原因別出火件数（平成 17年度中）

1日あたりの出火件数

157 件

　
「
シ
ュ
ッ
ー
」
と
と
も
に
勢
い

よ
く
吹
き
出
し
た
消
火
剤
は
、
京

都
分
署
の
職
員
の
か
た
が
準
備
し

た
炎
を
包
み
鎮
火
。
緊
張
で
汗
を

か
き
な
が
ら
レ
バ
ー
を
握
る
そ
の

手
と
顔
に
は
安
堵
の
表
情
が
見
え

隠
れ
し
、
そ
れ
を
見
守
る
京
都
分

署
職
員
や
豊
津
方
面
隊
第
９
分
団

員
は
そ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

危
険
を
伴
う
大
規
模
な
消
火
活

動
は
プ
ロ
に
任
せ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
大
火
災
に
な
る

前
の
小
さ
な
火
災
で
あ
れ
ば
、
地

域
の
み
な
さ
ん
で
結
束
す
る
と
早

期
消
火
が
出
来
ま
す
。
こ
の
講
習

会
で
、
火
災
の
恐
怖
と
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
も
学
ん

だ
気
が
し
ま
す
。

→

熱
心
に
講
義
を
聞
く

　

参
加
者
た
ち
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だ
れ
で
も
「
よ
く
噛
む
」
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
「
分
か
っ
て
は
い
る
け
れ
ど･･･

」
と
い
う
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
「
噛
む
こ
と
」
の
効
用
に
つ
い
て
、

よ
～
く
『
噛
み
し
め
て
』
考
え
ま
す
。

噛
む

 

噛
む
回
数
は弥

生
人
の
１
／
６

現
代
人
は
あ
ご
が退化

し
て
い
る

　

昔
の
日
本
人
が
ど
れ
く
ら

い
よ
く
噛
ん
で
い
た
か
、
史

料
を
基
に
各
時
代
の
食
事
を

復
元
し
、
そ
れ
を
実
際
に
20

代
の
学
生
が
食
べ
、
噛
む
回

数
と
食
事
時
間
を
測
定
し
た

結
果
が
あ
り
ま
す
。
弥
生
人

と
現
代
人
を
比
べ
る
と
噛
む

回
数
は
な
ん
と
６
分
の
１
、

食
事
時
間
も
５
分
の
１
で
す
。

食
事
内
容
を
み
る
と
素
材
を

生
か
し
た
調
理
や
保
存
食
、

ご
飯
が
減
り
、
や
わ
ら
か
い

洋
食
が
増
え
て
い
ま
す
。
70

年
前
の
戦
前
と
比
べ
て
も
、

噛
む
回
数
は
半
減
し
て
お
り
、

い
か
に
戦
後
、
現
代
人
が
噛

ま
な
く
な
っ
た
か
歴
然
で
す
。

噛
む
こ
と
はい

い
こ
と
づ
く
め

【
肥
満
予
防
】

　
「
噛
む
」
行
為
で
脳
の
満
腹

中
枢
が
刺
激
さ
れ
、「
お
な
か

い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
感
覚
が

生
ま
れ
ま
す
が
、
早
食
い
の

人
は
感
じ
る
前
に
多
く
の
食

事
が
既
に
胃
の
中
に
入
っ
て

い
る
の
で
す
。

【
歯
周
病
予
防
】

　

噛
む
力
が
あ
ご
や
頭
の
骨

に
伝
わ
る
と
、
骨
の
中
に
あ

る
細
胞
を
刺
激
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
骨
を
作
る
細
胞

が
、
よ
り
活
発
に
栄
養
や
カ

ル
シ
ウ
ム
を
取
り
込
み
、
丈

夫
で
密
度
の
高
い
骨
（
歯
）

を
作
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
噛
む
習
慣
は
、

顔
や
あ
ご
が
発
育
す
る
幼
児

期
に
身
に
付
け
た
い
で
す
ね
。

究
健

康法
時代

噛んだ
回　数

食事時間 内容
カロリー

卑弥呼
（弥生） 3990

51 分 ハマグリの潮汁・鮎の塩焼き・長芋の煮物・
カワハギの干物・ノビル・クルミ・もち玄米
おこわ1302kcal

紫式部
（平安） 1366

31 分 ブリとアワビの煮物・カブ汁・大根のもろみ
漬け・ごはん1019kcal

源頼朝
（鎌倉） 2654

29 分 イワシの丸干し・梅干・里芋ワカメの味噌汁・
玄米おこわ1131kcal

徳川家康
（江戸） 1465

22 分 ハマグリの塩蒸し・根菜の煮物・鯛の焼き物・
カブの味噌汁・納豆・麦飯1450kcal

戦前
（昭和 10 年頃） 1420

22 分 大豆の味噌炒め・たくあん・野菜の味噌汁や
煮物・麦飯840kcal

現　代 620
11 分 スパゲティ・ハンバーグ・ポテトサラダ・パン・

プリン2025kcal

【
判
断
力
や
情
緒
を
養
う
】

　
「
噛
む
」
行
為
自
体
が
人
間

ら
し
い
判
断
力
や
感
性
、
情

緒
に
関
す
る
脳
を
養
う
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
家
族

や
友
人
と
食
卓
を
囲
み
、
会

話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
昔
な

が
ら
の
風
景
は
理
に
か
な
っ

た
大
切
な
時
間
で
す
。

【
記
憶
力
、学
力
も
ア
ッ
プ
！
】

　

神
経
経
路
に
「
噛
ん
で
い

る
」
と
い
う
情
報
が
入
力
さ

れ
る
と
記
憶
に
関
係
す
る
脳

が
働
き
ま
す
。
食
事
を
急
が

せ
て
学
校
や
塾
に
行
か
せ
る

よ
り
、
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
食

べ
た
方
が
頭
が
さ
え
、
成
績

や
能
率
も
上
が
る
の
で
す
。

朝
食
抜
き
は
論
外
で
す
。

【
よ
く
噛
む
た
め
の
工
夫
】

　

毎
日
の
食
卓
に
欠
か
せ
な

極
の

い
ご
飯
。
こ
れ
を
利
用
し
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
米

よ
り
は
玄
米
。
玄
米
が
難
し

け
れ
ば
７
分
づ
き
に
し
た
り
、

雑
穀
を
混
ぜ
た
り
す
る
だ
け

で
も
、
噛
む
回
数
は
お
の
ず

と
増
え
ま
す
。

　

あ
と
は
食
事
の
ひ
と
く
ち

目
だ
け
で
も
意
識
し
て
30
回

噛
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

噛
む
こ
と
自
体
、
胃
に
も

脳
に
も
よ
く
、
唾
液
が
た
く

さ
ん
出
る
と
い
う
身
体
の
か

ら
く
り
が
備
わ
っ
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軟
ら
か

い
も
の
＝
お
い
し
い
も
の
と

し
て
食
べ
る
価
値
観
を
、
今
、

考
え
直
す
時
期
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

表　復元食のメニュー

せぇ～の、イッ～！

よく噛んだ後は
ブラッシングを

だれでも、生き生きと、自分らしく生きがいのある人
生をおくりたいものです。教育委員会生涯学習課では、
このためのお手伝いが少しでもできるよう以下の文化・
健康講座を予定しています。あなたもあなたのすすむ
道をあなたらしく創りだしてみませんか。

平成19年度
みやこ町

文化・健康講座のご案内

定員
15 人

日時　開級式（５月11日㈮） 
第２･４金曜日　13 時～ 15 時まで
場所　サン・グレートみやこ 2 階工作室

フラワーアレンジメント教室

講師 日本フラワーデザイン 田中真裕美さん

日時　開級式（５月8日㈫） 
第２･４火曜日　10 時～12時まで
場所　サン・グレートみやこ 2 階研修室

定員
15人

編物教室

講師 日本編物協会 小原昌子さん

日時　開級式（５月17日㈭） 
月1回　10 時～12時まで
場所　サン・グレートみやこ１階研修室

定員
30人

薬草教室

講師  九州薬草趣味の会理事  平田眞知子さん

日時　開級式（５月7日㈪） 
第1･3月曜日　13時 30 分～15時 30 分まで
場所　サン・グレートみやこ１階工作室

定員
15人

絵画教室

講師 全日本美術協会　白石修さん

日時　開級式（５月１日㈫） 
毎週火曜日　19時～20 時 30 分まで
場所　サン・グレートみやこ視聴覚室

定員
15人

英会話教室（中級程度）

講師 モーセン・ブルガールさん

日時　開級式（５月１日㈫）
第 1･ 3 火曜日　13 時 30 分～ 15 時 30 分まで
場所　みやこ町豊津公民館

定員
15人

ヨガ教室

講師 整体ヨガ　恒富江津さん

日時　19時～21時まで
初心者コース（５月７日から９日間）　
ワードコース（６月１日から９日間）
エクセル（コース７月２日から６日間）
場所　みやこ町豊津公民館

定員
15人

パソコン教室

講師 児倉弥さん

◎対象は町内在住・在勤のかたのみです。
（年齢不問）

◎受講料は無料ですが、実習材料などは自己
負担です。
◎お申し込みは、４月 20 日㈮までです。
※応募者が少数の場合は、講座を中止させて
いただきますので、あらかじめご了承くださ
い。
お申し込み・お問い合わせ先
生涯学習課　☎ 32・5535

フラワーアレンジメント教室→
みなさん、はつらつとして取り組ん
でいます。

日時　開級式（５月11日㈮） 
金曜日（月4回）　13時 30 分～14時 30 分まで
場所　みやこ町豊津公民館

定員
30人

エアロビクス

講師 フィットネスアドバイザー 松岡久代さん

日時　開級式（５月28日㈪） 
第４月曜日　14時～16時まで
場所　サン・グレートみやこ2階研修室

定員
15人

人権教室

講師 地域活動指導員
福山一孝さん　野依洋右さん　福島正美さん



犀川地域
教室名 開講式と講演日程 場所

犀川地区ふれあい大学 　5 月15 日㈫

　10 時～12 時 30 分まで

みやこ町中央公民館

（旧犀川中央公民館）

城井地区さわやか大学 　5 月 28 日㈪

　10 時～12 時 30 分まで
みやこ町役場城井出張所

伊良原地区ふれあい大学 　5 月 23 日㈬

　10 時～12 時 30 分まで
みやこ町伊良原地区集会所

開講講演（10 時 50 分～ 12 時 30 分まで）
講師　大友幸子さん（直方市光福寺　坊守）犀川・伊良原地区
講師　舟川宏顕さん（行橋市両徳寺　住職）城井地区
 年間の計画については、各運営委員会で協議し、開講式当日にお知らせします。
19 年度に登録されるかたは、各地区の運営委員（世話人）までお願いします。

勝山地域　勝山たちばな大学

月 開講日時 内容／講師 場所
5 月 ① 7 日 ㈪ ② 14 日 ㈪

③ 21 日㈪④ 28 日㈪

13 時 30 分～

「自分でそばを打ってみよう」

講座　計４回（初歩から一人前まで）

講師　川原守雄さん

ｻﾝ・ｸﾞﾚｰﾄみやこ

２F 調理室

6 月 歴史探訪
7 月 ①３日㈫② 10 日㈫

13 時 30 分～

①、②ともに松尾芭蕉講座

奥の細道の謎：芭蕉は隠密だったのか

講師　弘中孝さん

勝山公民館

8 月 ３日㈮ 13 時 30 分～ 講座「認知症の理解と対応」

講師　医療法人りぼん・りぼん　

大内千賀子さん

勝山公民館

9 月 「健康のつどい」 英彦山青年の家
10 月 研修旅行

23 日㈫ 13 時 30 分～ 陶芸講座①　安武良二さん ゆいの郷・陶芸館
11 月 13 日㈫ 13 時 30 分～ 陶芸講座②　安武良二さん ゆいの郷・陶芸館
12 月 11 日㈫ 13 時 30 分～ 陶芸講座③　安武良二さん ゆいの郷・陶芸館
1 月
2 月 社会見学
3 月 閉講式 勝山公民館

空白欄は未定です。
18 年度に登録されていたかたは改めて申し込みする必要はありません。
日程については、送迎バスの運行予定とともに適宜手紙でお知らせします。

例：入院時の医療費負担が 30 万円で住民税課税世帯の場合（自己負担限度額  87,430 円）

　　　　　今までは：300,000 円を病院に払い、役場で高額療養費の申請をして
　　　　　212,570 円 (300,000 円－ 87,430 円 ) が 3 ～ 4 か月後に戻る。
　　　　　これから：自己負担額分 87,430 円を病院に払う。
　　　　　　　　　　（※自己負担限度額は支払った医療費によって異なります）

手続きの流れ
【1】病院で受診。入院が決まる。【2】役場福祉課へ限度額適用認定証の交付申請。
【3】限度額適用認定証の交付を受ける。【4】入院。認定証を病院に提示して、自己負担限度額まで支払う。　
※保険税を滞納しているかたには認定証は交付されません。役場税務課と相談が必要です。
お問い合わせ先：本庁福祉課（☎ 32・2510）、豊津支所福祉課（☎ 33・3111）犀川支所福祉課（☎ 42・0151）

豊津地域　豊津平成学級

開講日 講座と内容 場所／講師
5 月 24 日 介護関係講座 豊津公民館
6 月 21日 環境問題 豊津公民館

7 月 人権講演 豊津公民館
地域活動指導員

8 月 暮らしの中の電気 豊津公民館
9 月 高齢者の健康体操 豊津公民館
10 月 研修

11 月 博物館見学 みやこ町
歴史民俗博物館

12 月
1 月 防火講演 豊津公民館
2 月

3 月 犀川地域の歴史探訪 犀川地区
博物館学芸員

◎空欄は未定。◎各回の開始時間は豊津公民館で  
　実施の場合、9 時 30 分から。◎例年どおり送
　迎バスを運行予定。

70 歳未満の人が入院したときの医療費負担が軽減されます

　70 歳未満の人が入院したとき、平成 19 年 3 月までは、自己負担分（医療費の 3 割）を
全額負担して、役場に申請後、限度額を超えた分が支給されていました。　　　　
平成 19 年 4 月からは、「限度額適用認定証」を病院に提示することで、入院時の窓口での
支払いが限度額までとなります。( 食事、差額ベッド代を除く )

国

保

広報みやこ　4 月号  2627　広報みやこ　4 月号

　「いつ見てもお若いですね」――と言われる人で
ありたいですね。そのためには、好奇心に満ち溢れ、
知的で健康な生活を心掛けることが大切です。　
　みやこ町の５地区の「高齢者学級」では、今年度

　もさまざまな講座や実地研修を用意して生き生きライフのお役に立ちたいと願っています。
　　みやこ町に在住または在勤で 60 歳以上のかたならどなたでも参加できます。多くのみなさ
　んの入学をお待ちしています。

お申し込み・お問い合わせ先　生涯学習課　☎ 32・5535

高齢者学級へのお誘い



ギャラリー案内

INFORMATION

　

桜
舞
う
、
天
平
の

み
や
こ
路
を
駆
け
抜
け
ろ

■
生
涯
学
習
課
■　

　

４
月
８
日
㈰
、
豊
津
陸
上
競

技
場(

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル)

で
、「
第
１
回
み
や
こ
町
さ
わ

や
か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
各
種
目
に
分
か
れ

て
行
い
ま
す
が
、
ロ
ー
ド
の
部

に
つ
い
て
は
、
9
時
40
分
か
ら

豊
津
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト

し
、
祓
郷
小
学
校
か
ら
祓
川
沿

い
を
犀
川
方
面
へ
向
か
う
折
り

返
し
コ
ー
ス
で
す
。

  

み
な
さ
ん
、
沿
道
で
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　

生
涯
学
習
課

　

幼
稚
園
就
園
奨
励
に
つ
い
て

■
教
務
課
■　

　

幼
稚
園
に
通
園
す
る
３
、４
、

　
５
歳
児
に
就
園
奨
励
費
を
お
支

払
い
い
た
し
ま
す
。

　

奨
励
費
は
所
得
な
ど
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

教
務
課

　

女
性
学
級
生
を
募
集
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
■　

　

あ
な
た
も
ち
ょ
っ
と
覗
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
友
達
と

出
会
い
、
集
い
、
ふ
れ
あ
い
、

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
学
び

あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

み
や
こ
町
に
在
住
・

在
勤
の
か
た
（
年
齢
は
不
問
）

開
設
期
間　

５
月
～
翌
年
3
月

ま
で

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
実

習
材
料
代
な
ど
は
個
人
負
担
）

受
付
期
間　

４
月
20
日
㈮
ま
で

※
18
年
度
女
性
学
級
生
だ
っ
た

か
た
も
改
め
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

開
級
日
及
び
場
所

◎
勝
山
地
区　

５
月
７
日
㈪

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

◎
犀
川
地
区　

５
月
９
日
㈬

み
や
こ
町
中
央
公
民
館

◎
豊
津
地
区　

５
月
10
日
㈭

み
や
こ
町
豊
津
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

ま
で
で
す
。

＊
年
間
の
学
習
会
の
月
日
、
内

容
、
講
師
な
ど
に
つ
い
て
は
開

級
式
の
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

　

診
療
時
間
の
お
知
ら
せ

　
　

■
行
橋
京
都
休
日
・　
　
　

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
■　

　

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
か
ら
５
月
連
休
（
３

日
㈭
～
５
日
㈯
ま
で
）
の
診
療

時
間
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

内
科　
　
　

9
時
～
18
時
ま
で

　
　

19
時
30
分
～
翌
9
時
ま
で

小
児
科　
　

9
時
～
18
時
ま
で

　
　

19
時
30
分
～
翌
9
時
ま
で

歯
科　
　
　

９
時
～
18
時
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
京
都

休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
・
１
３
９
９

　

豊
津
支
所
の
移
転
の
お
知
ら
せ

 

■
豊
津
支
所
総
務
管
理
課
■　

　

豊
津
支
所
庁
舎
の
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
に
伴
い
、
仮
庁
舎

と
し
て
「
中
央
公
民
館
」
と
「
庁

舎
別
館
」
を
利
用
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴

い
、
4
月
2
日
㈪
か
ら
、
豊
津

支
所(

旧
豊
津
町
役
場)

で
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
豊
津

教
育
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
豊
津
公
民
館
で

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

施
設
（
文
化
会
館
）

【
勝
山
地
区
】

日
時　

６
月
１
日
㈮
、
８
月
９

日
㈭
、
12
月
13
日
㈭
、
翌
年
の

２
月
７
日
㈭　

い
ず
れ
も
13
時

30
分
～
16
時
45
分
ま
で

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

【
豊
津
地
区
】

日
時　

６
月
１
日
㈮
、
８
月
８

日
㈬
、
12
月
５
日
㈬
、
翌
年
の

２
月
６
日
㈬　

い
ず
れ
も
13
時

30
分
～
16
時
45
分
ま
で

場
所　

豊
津
隣
保
館

相
談
員　

行
橋
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

　

何
か
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

　

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
の
更
新
時
期
で
す

■
福
祉
課
■　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。

前
年
度
に
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
て
い
る
か
た
で

も
、
４
月
か
ら
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
制
度
を
受
け
る
た
め

に
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
学
生
証
も
し
く
は
在
学
証
明

書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

○
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

※
代
理
の
か
た
が
申
請
す
る
場

合
は
、
印
鑑
と
代
理
人
の
身
分

証
明
書
（
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
手
続
き
な
ど
に
関
し

ま
し
て
は
、
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
額
が

改
定
さ
れ
ま
す

　

平
成
19
年
４
月
分
～
平
成
20

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
２
４
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
月
額
1
万
４
千
百
円

に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

■
人
権
政
策
課
■　

　

法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、「
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
や
職

場
で
の
い
じ
め
、
差
別
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
何
で
も
結
構

で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
及
び
場
所

【
犀
川
地
区
】

日
時　

６
月
１
日
㈮
、
８
月
７

日
㈫
、
12
月
10
日
㈪
、
翌
年
の

２
月
５
日
㈫　

い
ず
れ
も
13
時

30
分
～
16
時
45
分
ま
で

場
所　

本
庄
地
区
学
習
等
供
用

　

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
教
務
課
■　

　

み
や
こ
町
で
は
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
か
た
に
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

奨
学
生
の
条
件

○
み
や
こ
町
に
３
年
以
上
住
所

を
有
す
る
か
た
の
子
弟

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
に

在
学
し
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て

就
学
困
難
で
あ
る
か
た

○
同
種
の
奨
学
金
の
貸
付
を
受

け
て
い
な
い
か
た

貸
付
金
額
（
一
人
月
額
）

○
公
立
高
校
生一

万
二
千
円
以
内

○
私
立
高
校
生
、
専
修
学
校
生

二
万
五
千
円
以
内

○
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
専
門
課
程
及
び
高
等
専
門
学

校
４
年
以
上
の
人

　
　
　
　
　

三
万
円
以
内

貸
付
期
間

　

資
金
の
貸
付
期
間
は
、
奨
学

生
が
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の

修
業
期
間
と
し
ま
す
。
大
学
院

の
奨
学
生
の
貸
付
期
間
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
入
学

年
か
ら
の
二
年
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
込
期
限　

４
月
27
日
㈮
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

教
務
課

　

就
学
援
助
を
行
い
ま
す

■
教
務
課
■　

　

み
や
こ
町
で
は
、
経
済
的
理

由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
お
子

さ
ん
の
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

○
み
や
こ
町
立
の
小
学
校
及
び

中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者

○
み
や
こ
町
に
住
所
を
有
し
、

福
岡
県
立
中
学
校
に
在
籍
す
る

生
徒
の
保
護
者　

お
問
い
合
わ
せ
先　

教
務
課

　

平
成
19 

年
度
嘱
託
職
員
募
集

■
教
務
課
■　

職
種 

学
校
施
設
整
備
員
及

び
学
校
図
書
司
書 

募
集
人
員　

各
職
種
と
も
一
人

募
集
資
格　

18
～
65
歳
ま
で
の

健
康
な
か
た
（
た
だ
し
、
学
校

図
書
司
書
に
関
し
て
は
、
司
書

の
免
許
を
有
し
て
い
る
か
た
）。 

勤
務
条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

４
月
20
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
）・

印
鑑
を
教
務
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

 
 

お
問
い
合
わ
せ
先　

教
務
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑アスベスト除去工事が完了した豊津支所

広報みやこ　4 月号  2829　広報みやこ　4 月号

総務課・議会事務局・企画調整課

財政課・人権政策課・監査事務局

　　　　　　　　　　→ 32-2511

税務課・住民課・福祉課

　　　　　　　　　　→ 32-2510

建設課・産業振興課・農業委員会

　　　　　　　　　　→ 32-2512

会計課　　　　　　   → 32-2517

伊良原ダム対策課　   → 42-0001

上下水道課　　　　   → 33-3113

サン・グレートみやこ・生涯学習課

　　　　　　　　　   → 32-5535

教務課　　　　　　　→ 32-5540

教育相談電話　　　　→ 32-5525

ゆいの郷・健康づくり課

                              → 32-6020

介護保険課　　　　   → 32-8032

犀川支所　　　　　   → 42-0001

豊津支所　　　　　   → 33-3111

伊良原出張所　　　   → 43-5111

城井出張所　　　　   → 42-0121

すどりの里　　　　   → 33-5550

いこいの里　　　　   → 42-1000

歴史民俗博物館　　   → 33-4666

み
や
こ
町
の
電
話
帳

みやこ町総合観光案内所
☎ 33-5771

書道展
　　　　　～ 4 月 1 日まで

　木村安閑さん
日豊盆栽会
　ミニ盆栽展
　4 月 3 日～ 4 月 8 日まで

　今井國男さん
樹芸組合
　盆栽展　
　4 月10日～ 4 月15日まで

　波折紀文さん
絵画展
　4 月 18 日～ 4 月30日まで

　瀬口恵一さん



INFORMATIONMore

　

精
神
保
健
福
祉
相
談

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■　

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時　

4
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬

13
時
30
分
～

相
談
担
当　

医
師

○
思
春
期
相
談

日
時　

4
月
19
日
㈭13

時
30
分
～

相
談
担
当　

医
師

○
ア
ル
コ
ー
ル
教
室

日
時　

4
月
18
日
㈬

14
時
～
16
時
ま
で

相
談
担
当　

精
神
保
健
福
祉
士

※
相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

会
場　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
内
相
談
室

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　

保
健
福
祉
課

☎
２
３
・
２
９
６
６

　

青
い
鳥
郵
便
葉
書
を

差
し
上
げ
ま
す

■
日
本
郵
政
公
社
■　

　

日
本
郵
政
公
社
は
、
身
体
障

が
い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
の
福

祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識

を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
重
度
の
身
体
障
が
い
者
の
か

た
及
び
重
度
の
知
的
障
が
い
者
の

か
た
で
希
望
さ
れ
る
か
た
に
、
青

い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
封
筒
に
通
常
郵
便
葉
書
を
お
入

れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

配
布
の
対
象

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者

(

一
級
ま
た
は
二
級
の
か
た)

重
度
の
知
的
障
が
い
者(

療
育
手

帳
に
「
Ａ
」(

ま
た
は
一
度
、二
度)

と
表
記
さ
れ
て
い
る
か
た)

受
付
期
間

４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭
ま
で

　

臓
器
提
供
意
思
登
録

シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

　
　
　

■
健
康
づ
く
り
課
■　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

カ
ー
ド
所
持
者
の
一
層
の
増
加

を
図
る
と
と
も
に
、
臓
器
提
供

に
関
す
る
意
思
が
よ
り
確
実

に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、「
臓
器
提
供
意
思
登
録
シ

ス
テ
ム
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
３
月
５
日

㈪
か
ら
既
に
運
用
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、（
社
）
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w

w
.jotnw

.o
r.jp/

　

配
布
葉
書

　

通
常
郵
便
葉
書
（「
く
ぼ
み

入
り
」、「
無
地
」
ま
た
は
「
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」）
の
い
ず

れ
か
１
種
類
を
選
択

配
布
枚
数

　

お
一
人
に
つ
き
20
枚
ま
で

配
布
の
方
法

　

４
月
20
日
㈮
以
降
、
身
体
障

が
い
者
の
か
た
及
び
知
的
障
が
い

者
の
か
た
の
住
所
ま
た
は
居
所
を

受
け
持
つ
集
配
郵
便
局
か
ら
郵
送

し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
20
日
㈮
以
降
に
、

住
所
ま
た
は
居
所
を
受
け
持
つ
集

配
郵
便
局
に
直
接
申
し
込
ま
れ
た

場
合
は
、
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
九
州
電
力
株
式
会
社
■　

　

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
ふ
れ
な

い
と
こ
ろ
で
。
も
し
、
電
線
に

か
か
っ
た
と
き
は
最
寄
り
の
九

州
電
力
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
電
力

株
式
会
社
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
１
０
３

　

パ
ー
ト
職
員
募
集

■
豊
津
「
国
府
の
郷
」
■　

募
集
人
員　

1
人

（
販
売
及
び
出
荷
調
整
員
）

時
給　

６
８
０
円

勤
務
体
制　

交
替
制

応
募
資
格　

45
歳
く
ら
い
ま
で

た
だ
し
、
み
や
こ
町
在
住
者
に

限
る
。

募
集
期
限　

４
月
20
日
㈮
ま
で

に
履
歴
書
を
豊
津
物
産
直
売
所

「
国
府
の
郷
」
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

豊
津
物
産
直
売
所
「
国
府
の
郷
」

☎
３
３
・
６
６
２
０

更に快適な鉄道を目指して

新型車両 4 月運行開始！

　平成筑豊鉄道では、国・県・

沿線市町村をはじめとするみ

なさんのご支援によって、今

年度から順次全車両を新型車

両に更新する計画です。

今回導入する 3 両は 4 月 8 日

㈰に運行を開始する予定です。

新型車両 400 型の特色

○デザイン･カラーリング一

新！菜の花カラーに水・緑・空

を表す 3 本ラインのボディで

す。

○快適で開放感いっぱいの車

内は冷暖房性能もアップしま

した。

○パワーアップしたエンジンは

環境対策仕様でバリアフリース

ペースもあります。

　更に快適な鉄道を目指して

社員一同努力してまいります

ので、みなさんのご利用をお

願いいたします。

※運行開始の日程・内容につ

いては、変更になることがあ

りますのでご了承ください。

お問い合わせ先

平成筑豊鉄道株式会社

☎ 0947・22・1000

（平日 9 時～17 時 30 分まで）

Calender        ４月

　

発
掘
調
査
作
業
員
の
募
集

■
福
岡
県
教
育
庁
総
務
部
■　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、

県
営
伊
良
原
ダ
ム
建
設
に
と
も

な
う
発
掘
調
査
作
業
員
を
募
集

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

発
掘
調
査
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　

満
70
歳
ま
で
の
健
康
な

か
た
（
定
員
20
人
）

調
査
期
間　

５
月
～
10
月
ま
で

内
容　

月
～
金
曜
日
の

９
時
～
17
時
ま
で

日
当　

１
日
５
千
円

そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
教
育
庁
総
務
部
文
化
財

保
護
課
調
査
第
一
係　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
８
７
６

　

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

■
福
岡
県
看
護
協
会
■　

日
程　

６
月
５
日
㈫
～
８
月
７

日
㈫
ま
で
の
間
で
28
日
間

会
場　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

（
福
岡
県
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
）

福
岡
市
東
区
馬
出
４
・
２
８
５
・
１

受
講
資
格　

次
の
２
点
を
い
ず

れ
も
満
た
す
か
た

○
３
年
以
上
の
看
護
の
実
務
経

験
が
あ
る
こ
と

○
こ
れ
か
ら
訪
問
看
護
を
始
め

よ
う
と
す
る
か
た
、
ま
た
は
訪

問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
か
た

募
集
人
員　

50
人

受
講
料　

３
万
６
千
７
５
０
円

（
資
料
代
を
含
む
）

締
め
切
り　

５
月
15
日
㈫
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
看
護

協
会　

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
７
１
４
・
５
２
０
３

　

第
24
回
「
歯
の
健
康
フ
ェ
ア
」

■
京
都
歯
科
医
師
会
■　

日
時　

６
月
３
日
㈰
10
時
～

場
所　

苅
田
町
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

　
　

苅
田
町
幸
町
６
・
９
１

　

京
都
歯
科
医
師
会
で
は
、
80

歳
で
歯
を
20
本
残
そ
う
と
い
う

「
８
０
２
０
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
の
一
環

と
し
て
、
80
歳
以
上
の
か
た
で

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
お
持
ち

の
か
た
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歯
に
関
す
る
標
語
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

「
ま
だ
ま
だ
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

応
募
資
格　

80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
か
た

応
募
期
間　

５
月
８
日
㈫
ま
で

応
募
場
所　

行
橋
市
・
京
都
郡

の
各
歯
科
医
院
・
行
橋
京
都
休

日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
（
歯

科
）

歯
に
関
す
る
標
語
に
つ
い
て

内
容　

歯
の
健
康
に
関
す
る
も
の

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
標
語
（
５
点
ま
で
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

５
月
８
日
㈫
ま
で

応
募
先

〒
８
２
４
・
０
０
３
１　

行
橋
市
西
宮
市
５
丁
目
１
・
５

京
都
歯
科
医
師
会
「
標
語
」
係

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

京
都
歯
科
医
師
会

　

☎
２
４
・
７
７
７
７

　

求
む
、
国
を
守
る
自
衛
官

■
築
城
地
域
事
務
所
■　

○
２
等
陸
海
空
士

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

採
用
試
験
日　

５
月
12
日
㈯

場
所　

城
野
分
屯
地

入
隊　

７
月
下
旬

初
任
給　

15
万
７
千
５
百
円

(

衣
、
食
、
住
負
担
な
し)

○
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　

26
歳
未
満
の
男
女

採
用
試
験
日　

５
月
19
日
㈯

場
所　

福
岡
経
済
大
学

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
協
力
本
部
築
城
地
域

事
務
所

☎
５
６
・
１
１
５
０

広報みやこ　4 月号  3031　広報みやこ　4 月号

1日　仲哀さくらウォーク

　　　（集合場所：ユニプレス駐車場）

4 日　ひまわり教室（すどりの里）

8 日　福岡県知事・県議会議員選挙

　　　第1回みやこ町さわやかマラソン

10日　そらまめ教室（ゆいの郷）

　　　ひまわり教室（すどりの里）

11日　ポリオ予防接種

（犀川保健相談センター）

17 日　乳児健診（すどりの里）

18 日　ひまわり教室（すどりの里）

19 日　乳児健診（ゆいの郷）

21日　今風、井戸端会議（すどりの里）

20 日　乳児健診（犀川保健相談センター）

22 日　みやこ町議会議員一般選挙

23 日　乳児健診（犀川保健相談センター）

25 日　ひまわり教室（すどりの里）

26 日　BCG 予防接種（ゆいの郷）

27 日　そらまめ教室

（サン・グレートみやこ）

5 月

2 日　ひまわり教室（すどりの里）

2・3 日　ふるさと春まつり

　　　　　　　　　　（豊津支所周辺）

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

気
候
が
和
ら
ぐ
と
同
時
に
、

春
の
食
材
で
あ
る
タ
ケ
ノ
コ
、

ふ
き
や
つ
く
し
な
ど
が
顔
を
出

し
始
め
ま
し
た
。「
夕
食
の
お

か
ず
の
一
品
に
」
と
つ
い
つ
い

採
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。で
も
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
生
し
て
い
る
場
所
は
私
有
地

で
は
な
い
で
す
か
。

　

勝
手
に
私
有
地
に
侵
入
す
る

こ
と
は
、
不
法
行
為
に
該
当
し

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
春
の
食
材
採
り

に
は
十
分
、
注
意
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

毎月19 日は食育の日
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工事関係
入札日　平成 19 年 2 月 20 日

件名 工事場所 落札額（円） 落札業者名
本庄地区学習等供用施設

機械室アスベスト除去工事
みやこ町

犀川本庄 644 番地 5,200,000 大栄産業株式会社

入札日　平成 19 年 2 月 28 日
件名 工事場所 落札額（円） 落札業者名

用作橋橋梁架替工事 みやこ町犀川横瀬地内 11,280,000 石橋総工業有限会社
蓮田・豊田線道路改良舗装工事 みやこ町徳永 4,190,000 三栄建設

入札日　平成 19 年 3 月 2 日 
件名 工事場所 落札額（円） 落札業者名

三島団地住宅建替工事
（第２期Ｂ棟主体付帯工事）

みやこ町勝山箕田　
三島団地内 168,500,000 松山建設株式会社

三島団地住宅建替工事
（第２期Ｃ棟主体付帯工事）

みやこ町勝山箕田　
三島団地内 122,500,000 白水建設有限会社

測量・コンサル関係
入札日　平成 19 年 2 月 20 日

件名 業務場所 落札額（円） 落札業者名
小学校各種清掃委託

（床ﾜｯｸｽ掛け、窓ｶ ﾗ゙ｽ掃、貯水槽清掃） 町内 11 小学校 1,678,000 株式会社周防灘
ビルサービス　

中学校各種清掃委託
（床ﾜｯｸｽ掛け、窓ｶ ﾗ゙ｽ掃、貯水槽清掃） 町内４中学校 840,000 株式会社周防灘

ビルサービス

入札日　平成 19 年 2 月 28 日
件名 業務場所 落札額（円） 落札業者名

徳政・所田線道路
改良舗装工事測量設計業務 みやこ町徳政　 2,350,000 創測量　

物品関係    
入札日　平成 19 年 2 月 20 日

摘要 品名 落札額（円） 落札業者名
消防団防寒着（304 着） 消防活動用被服・携行品類 1,848,000 有限会社ふじせ
消防用ホース（33 本） 消防用機械器具類 990,000 株式会社ﾍ゙ ﾙﾌｧｲﾌﾞ

公共事業入札結果（指名競争入札）に
ついてお知らせします

　みやこ町では、広く行政情報を公開し、事務事業の執行の透明
性を確保する一環として、「公共工事の入札及び契約の適正化の
促進に関する法律」に基づいて公共工事などの入札結果を公表し
ます。

広報みやこ　4 月号  32
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【図書館】図書館の利用は無料です。

中央図書館☎ 33・1040　　犀川図書館☎ 42・3330　　勝山図書館☎ 32・3455

４月・５月の休館日

　４月２日／９日／ 16 日／ 23 日／ 29 日／ 30 日
　５月 1 日／３日／４日／５日／７日／ 14 日／ 21 日／ 28 日／ 31 日

　※５月５日㈯は、中央図書館、犀川図書館は開館します。

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
4 月 28 日は「おひさまの会」によるおはなし会

犀川図書館　4 月 14、28 日　14 時から
4 月 14 日は「きのこの子」によるおはなし会

勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
4 月 28 日は「もこもこ」によるおはなし会

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　
4 月 6 日㈮、20 日㈮　10 時 30 分から

＜映画会＞

中央図書館視聴覚室　14 時～
4 月 8 日㈰　｢ アイ・ラブ・フレンズ ｣（113 分）
　　　　　　　出演：忍足亜希子　萩原聖人　他
4 月 22 日㈰　「トムとジェリー　火星へ行く」（74 分）
　　　　　　　　　2004 年製作　日本語吹替え版

＜ギャラリー＞

中央図書館ギャラリー　4 月 1 日㈰～ 4 月 28 日㈯まで
　観覧無料　

『絵手紙と水墨画展』
　築上町で活動されている「美雪会」（代表：中野美枝
子さん）のみなさんによる絵手紙と水墨画の作品を展示
しています。

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

多田孝枝／中西輝磨／「倭国」を徹底して研究する九州
古代史の会／ NLA 全国高校生の主張・音楽祭実行委員
会／日中韓子ども童話交流実行委員会／赤坂出版／イン
ター出版／柳原出版／平和祈念事業基金（財）／科学技
術教育協会／行橋市教育委員会／北九州市立松本清張記
念館／福岡県環境部／福岡県教育委員会／福岡県立図書
館

新着図書案内　

図書館に新しく入った本の一部を紹介します。貸
出中の場合は予約できます。
＜一般書＞

文芸書
『クジラの彼』　有川浩　角川書店／『白疾風』
北重人　文藝春秋／『氷結の森』　熊谷達也　
集英社／『かげろう』　藤堂志津子　文藝春秋
／『夢を与える』　綿矢りさ　河出書房新社／

『ひとり日和』　青山七恵　河出書房新社／『ラ
スト・イニング』　あさのあつこ　角川書店／

『鈍感力』　渡辺淳一　集英社
その他

『ワーキング・プア　アメリカの下層社会』デ
イヴィッド・Ｋ．シプラー　岩波書店／『下流
志向』内田樹　講談社

＜児童書＞

『はるかぜのホネホネさん』　にしむらあつこ　
福音館書店／『ハクチョウ』　竹田津実　アリ
ス館／『月光のコパン』　舟崎克彦　岩波書店
／『おしゃべりな毛糸玉』　小泉るみ子　文研
出版／『12 歳からの映画ガイド』　佐藤忠男　
小学館

相談・教室のご案内

行政相談

犀川地域（毎月第３金曜日）
日　時　4 月 20 日㈮ 13 時 30 分～16 時まで
場　所　本庄地区学習等供用施設（文化会館）
　　　　勝山地域（毎月第３月曜日）
日　時　4 月16 日㈪ 13 時～15 時まで
場　所　サン・グレートみやこ 

ご相談ください

体操 コツ骨貯筋体操

持参品　運動できる服装で、タオル、
　　　　上履き、飲み物
時　間　9 時 30 分～ 10 時 30 分まで

（受け付けは 9 時～）
場所 日程

勝山 勝山体育館 3,10,17,24 日㈫
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 5,19 日㈭

犀川 城井出張所 12日㈭
伊良原出張所 26日㈭

豊津 豊津B&G体育館 6日㈮
すどりの里 13,20,27 日㈮

教室 若返りパワーアップ教室

持参品　運動できる服装で、タオル、
　　　　上履き、飲み物
時　間　9 時 30 分～ 10 時 30 分まで

（受け付けは 9 時）
場所 日程

勝山 ゆいの郷 4,11,18,25日㈬
犀川 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 3,17,24日㈫

城井出張所 10日㈫

時　間　13時30分～14時30分まで

（受け付けは13時～）
場所 日程

豊津 すどりの里 5,12,19,26日㈭

＊昨年度と曜日や時間帯を変更していま
すので、間違えのないようお願いします。

教室 ひまわり教室（要予約）

日　程　4 日㈬、10 日㈫、18 日㈬、25 日㈫
　　　　1 人 1 時間程度の個別相談
場　所　すどりの里（豊津）
内　容　乳幼児の言葉や発達面での

相談など
対象者　町内の乳幼児とその保護者

保健事業 全て予約が必要です

ＢＣＧ予防接種
日　時　26 日㈭

（受け付けは 13 時 30 分～14 時まで）
場　所 　ゆいの郷（勝山）
対象児　生後 3 ～ 6 か月未満児　
持参品　母子健康手帳

ポリオ予防接種
日　時　11日㈬

（受け付けは 13 時 30 分～14 時まで）
場　所　犀川保健相談ｾﾝﾀｰ
対象児　生後３か月～７歳６か月未満児
持参品　母子健康手帳

乳児健診
時　間　受け付けは 13 時 30 分～14 時まで
対象児　生後 4 ･7･12 か月児

（対象者には個別通知いたします）
場所 日程

すどりの里（豊津） 17日㈫
ゆいの郷（勝山） 19日㈭
犀川保健相談センター 20日㈮

健康づくり係（勝山）☎３２・６０２０ 
犀川健康づくり係　　☎４２・０００１
豊津健康づくり係　　☎３３・５５５０

体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

補聴器相談

勝山地区　
場　所　ゆいの郷（娯楽室）　
時　間　13 時～ 14 時まで
豊津地区　　　
場　所　役場　豊津支所　　  
時　間　11 時～ 12 時まで
犀川地区　　　
場　所　役場　犀川支所
時　間　9 時～ 10 時まで
相談日　4 月 3 日、10 日、17 日、24 日㈫
　（勝山地区のみ 3 日の相談日はありません）

勝山、豊津地区は、４月から場
所が変更しました。

Library



航
海
記

　

新
年
度
に
よ
っ
て
、
進
級
、
進
学
、

就
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
を
す
る

場
面
に
直
面
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

新
成
人
の
か
た
に
と
っ
て
、
４
月

８
日
の
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員

選
挙
、
そ
し
て
４
月
22
日
に
は
み
や

こ
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
、
人
生
初
の
選
挙
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。
国
政
選
挙
と
比
較
す
る
と

と
て
も
身
近
な
選
挙
で
す
。
面
倒
臭

か
ら
ず
に
、
投
票
所
に
来
て
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
一
票
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

香
月

　　

三
重
塔
ま
つ
り
で
豊
前
国
分
寺
跡

公
園
に
行
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
梅

の
花
が
見
ご
ろ
で
、
思
わ
ず
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
パ
チ
リ
。
そ
の
写
真

を
待
ち
受
け
画
面
に
使
っ
て
い
ま

す
。

　

梅
の
花
、
よ
く
見
る
と
と
て
も
か

わ
い
い
で
す
よ
ね
。
今
は
花
と
い
う

と
桜
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

万
葉
の
昔
は
花
と
い
え
ば
梅
を
指
し

た
ん
だ
と
か
。
梅
の
花
を
愛
で
つ
つ

当
時
の
人
々
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
村

広報みやこ  4 月号（2007）
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中
村
正
範
さ
ん
（
豊
津
）
が
『
春
の

花
で
あ
る
菜
の
花
の
色
を
基
調
と

し
、
水
色
は
今
川
、
緑
は
沿
線
自
治
体
が

有
す
る
自
然
環
境
、
青
は
空
』
と
意
味
を

込
め
て
新
車
両
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
応
募
。

　

こ
れ
が
見
事
採
用
さ
れ
、
３
月
25
日
に

金
田
駅
へ
い
ち
く
新
車
両
誕
生
祭
が
開
催

さ
れ
、
新
車
両
の
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
車
両
に
採
用
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
中

村
さ
ん
は「
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
普
段
、

利
用
し
て
い
る
交
通
機
関
な
の
で
す
し
、

今
後
沿
線
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の

人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

平
成
筑
豊
鉄
道
新
車
両

な
の
は
な
号
誕
生
祭

↑誕生祭式典では、デザインを採用されたことで
　表彰されました。

↑新車両の車体を触りながら、ご自身のデザインを確認する中村正範さん

新車両・なのはな号は

　　4 月8 日から運行開始します。

交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち みやこ町


